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不適切な会計処理に関する内部調査報告書受領に関するお知らせ 

 
 

当社は、本日、社外監査役及び社外取締役より、平成26年年度末より平成28年第１四半期に至るまでの当社

の会計処理につき内部調査を進めたところ、これまでの調査結果として、不適切な会計処理が認められた旨の

内部調査報告書を受領しましたので、お知らせいたします。 

つきましては、平成28年６月６日開催の当社取締役会において、当該疑義につき、下記のとおり今後対応し

ていくことを決議いたしました。 

株主や投資家の皆様をはじめ、関係各位におかれましては、多大なるご迷惑とご心配をお掛けいたしますこ

とを心よりお詫び申しあげます 

 
 
 
記 

 

１．不適切な会計処理の概要について 

当社は、平成 28 年６月６日に、不適切な会計処理に関する内部調査報告書において指摘を受けておりま

す、現時点で、発覚している訂正が生じる項目および訂正内容は下記の通りです。 

① 当社連結子会社株式会社アニマルステムセルにおける、平成 26年 12月の自動培養装置開発権の売上

200 百万円を取り消す件。自動培養装置の開発権において、地位譲渡した際の買戻し条件付きの連帯

保証は、株式会社アニマルステムセルに所有権を保留したものであると判断され、実現主義の要件を

満たさないと考えられ、売上を取り消すべきとの結論に至っております。 

② 株式会社アニマルステムセル及び株式会社日本再生医療機構ののれんについて、減損処理を行うのが

相当と判断される件。上記①の平成 26年 12月の自動培養装置開発権の売上を取り消す結果、当社の

再生医療セグメント全体の収益性が低下し、株式会社アニマルステムセル及び株式会社日本再生医療

機構ののれんもあわせて減損に基づく償却を行うのが相当との結論に至っております。 

③ 平成 27年 12月の培養上清液の売上 15百万円について、売上を取り消すことが妥当と判断される

件。平成 28 年 1月に、売先より支払不能の通知がなされてから、当社は培養上清液の転売先を探索

する活動を開始しております。この活動は、実現主義の原則における「財貨の移転」に関する経済的

な帰属先をあいまいにする行為を結果として形成し、実現主義の原則をあいまいなものにしていま



す。保守主義の原則から判断しても、売上を取り消すことが妥当との結論に至っております。 

 

詳細については、添付の内部調査報告書をご参照ください。当該調査報告書は、あくまでも、社外役員が

現時点までの調査内容をまとめたものであり、今後更なる調査を実施いたします。 

 

２．今後の見通し 

当社は、平成 27年 12月期及び平成 26年 12月期について、上記１の記載のとおり不適切な会計処

理があったことから、過年度決算の訂正を行う予定です。 

今後は、当該内部調査報告書における提言を踏まえて、第三者委員会の組成を行います。第三者委員会

に置いては、今回指摘以外の会計処理についても不適切な処理が無いかを含めて、調査する方針です。さら

に、一時会計監査人を選定し、第三者委員会による調査結果を踏まえ、過年度決算の訂正を行う予定です。

第三者委員会の設置及び一時会計監査人の選定については決定次第お知らせいたします。 

 

［添付資料］ 内部調査報告書 
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